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孟
子
の

「中」

に
つ
い
て

宇多

山

也

「
中
」
の
意
味

「
中
」
は
儒
家
の
穂
目
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
常
識
的
に
は
、

か
た
よ
ら
ず
過
不
及
が
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
朱
子

『
中
庸
章
句
』
の
な
か
の
文
、

中
と
は
、
偏
な
ら
ず
侍
な
ら
ず
、
過
不
及
無
き
の
名
な
り
。

が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
武
内
義
雄
『
儒
教
の
倫
理
』
(
『
武
内
義
雄
全
集
』
第
二
巻
五
六
頁
〉
は
、
孔
子
の
「
中
」
を
評
し
て
次
の
よ

う
に
言
っ
て
い
る
。

孔
子
の
い
わ
ゆ
る
中
も
両
端
の
中
央
の
意
味
で
、
舜
が
両
端
を
執
っ
て
そ
の
中
を
用
い
た
と
い
わ
れ
る
中
と
同
じ
意
義
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

ま
た
た
と
え
ば
、

金
谷
治
「
中
と
和
」
(
『
文
化
』

一
五
四
、

一
九
五
一
年
)
に
よ
れ
ば
、

両
端
の
な
か
ほ
ど
と
し
て
の
倫
理
的
な

中

の
字
が
は
じ
め
て
現
れ
る
の
は
『
論
語
』
で
あ
り
、
「
中
」

に
は
包
容
的
綜
合
的
な
意
味
が
あ
り
、
調
和
的
な
概
念
で
あ
る
と
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し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
「
中
」
解
釈
が
、
定
説
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
「
中
」
の
文
字
自
身
は
ど
の
よ
う
な
原
義
を
持
つ
字
で
あ
ろ
う
か
。
許
慎
『
説
文
解
字
』
〈
一
上
)

口
ー
に
従
う
。
下
上
通
ず
る
な
り
」
と
あ
る
。
段
玉
裁
の
注
に
拠
れ
ば
、
「
中
」
は
「
外
」
「
偏
」
に
対
す
る
辞
で
あ
り
、

ア
」
み
品
、

t
t
 「
中
は
内
な
り
。

ま
た
「
宜
に

合
う
」
の
辞
で
あ
り
、
物
の
内
部
が
真
っ
直
ぐ
で
上
か
ら
で
も
下
か
ら
で
も
内
に
入
る
、
と
い
う
意
味
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
現
在

で
は
、
こ
の
『
説
文
解
字
』
の
説
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
白
川
静
『
字
統
』
(
平
凡
社
、

一
九
八
四
年
)

は
許
慎
の
説
を

「
全
く
の
附
会
で
あ
る
」
と
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

象
形

旗
竿
の
形
。
ト
文
・
金
文
に
は
上
下
に
吹
流
し
を
つ
け
た
形
の
も
の
が
あ
り
、
中
軍
の
将
が
も
っ
旗
の
形
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
卜
文
・
金
文
に
見
ら
れ
る
、
上
下
に
吹
流
し
を
つ
け
た
「
中
」
字

(
S
b
)

は
旗
の
形
で
あ
り
、
そ
れ
は
殿
の
左
・
中
・
右

軍
の
な
か
の
中
軍
の
将
(
元
帥
)
が
立
て
る
軍
旗
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

「
中
軍
の
中
」

か
ら
中
央
・
中
心
・
中
正
な
ど
の

意
に
な
っ
た
、
と
し
て
い
る
。

「
中
」
の
語
源
に
つ
い
て
は
、
柳
本
実
「
『
有
子
』

に
お
け
る

ρ

中
μ

に
つ
い
て
」
(
『
新
潟
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
八
一
、

一
九

の
概
念
を
論
ず
る
に
際
し
て
、
原
義
の
考
察
か
ら
始
め
て
い
る
。
榔

本
氏
は
、
ハ
門
旗
竿
の
中
心
を
語
源
と
す
る
加
藤
常
賢
「
漢
字
の
起
原
付
」
〈
一
九
四
九
年
〉

ハ
七
年
)
に
も
考
察
が
あ
る
。
同
論
文
は
、
『
有
子
』
の

中
Lー

の
説
と
、

同
全
軍
の
集
団
意
識
を
指
導
す

る
中
軍
旗
の
神
聖
な
る
シ
ン
ボ
ル
性
を
語
源
と
す
る
高
橋
峻
「
中
の
思
想
に
つ
い
て
」
(
『
漢
学
会
雑
誌
』
七
l
三、

一
九
三
九
年
〉
の

説
と
を
総
合
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

旗
の
製
造
法
か
ら
し
て
真
中
・
物
の
中
心
・
内
部
な
ど
の
意
が
出
、
旗
の
機
能
的
本
質
か
ら
集
団
意
識
或
い
は
神
聖
な
る
表
象
の

意
が
中
字
に
与
え
ら
れ
た
も
の
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。



し
か
し
、
「
旗
〈
竿
〉
」
と
い
う
指
標
を
原
義
と
す
る
以
上
、

た
だ
時
空
的
・
事
実
的
な
「
真
中
」
と
い
う
よ
う
な
概
念
で
は
な
く
、
も

と
も
と
何
ら
か
の
「
標
準
」
的
価
値
を
帯
び
た
概
念
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
参
考
ま
で
に
言
え
ば
、
朱
駿
声
『
説
文
通

訓
定
声
』
(
豊
部
)
や
、
笠
原
仲
二
「
『
中
』
に
ま
つ
わ
る
様
々
の
想
念
同
」
(
『
立
命
館
文
学
』

一
五
二
、

一
九
五
八
年
)
な
ど
は
、
吹

流
し
の
つ
い
た
「
中
」
字
の
原
義
を
、
射
礼
に
お
い
て
矢
が
標
的
に
中
る
と
い
う
意
だ
と
し
て
い
る
。

さ
て
、
前
引
の
柳
本
論
文
は
、
孔
子
・
孟
子
の
「
中
」
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
る
。

ま
ず
孔
子
の

ア
」
み
i
h

、

t
t
 「
過
不
及
の
中
」

「中」

で
あ
る
「
中
人
(
普
通
人
・
凡
庸
人
〉
」
な
ど
の
存
在
論
的
「
中
」
も
あ
る
が
、
「
中
庸
」
な
ど
の
価
値
論
的
「
中
」
も
あ
る
と
す
る
。

孟子の「中Jについて

孟
子
の
「
中
」
に
つ
い
て
は
、
「
孔
子
の
考
え
を
祖
述
す
る
の
み
で
あ
る
」
と
い
う
の
だ
が
、
柳
本
氏
自
身
も
『
孟
子
』
(
尽
心
篇
上
〉

か
ら
次
の
よ
う
な
文
を
引
い
て
い
る
。
そ
れ
は
、
楊
子
の
為
我
説
・
墨
子
の
兼
愛
説
と
い
う
両
極
端
の
立
場
に
対
し
て
「
中
」
の
立
場

を
執
っ
た
子
莫
と
い
う
人
物
を
、
孟
子
が
批
判
す
る
文
章
で
あ
る
。

中
を
執
る
は
之
に
近
し
と
為
す
も
、
中
を
執
り
て
権
す
る
こ
と
無
く
ん
ば
、
猶
お
一
を
執
る
が
ご
と
き
な
り
。

そ

こ

な

た

め

所
の
者
は
、
其
の
道
を
賊
う
が
為
な
り
、

一
を
執
る
を
悪
む

一
を
挙
げ
て
百
を
廃
す
れ
ば
な
り
。
(
訓
読
は
杉
山
)

こ
の
引
用
後
、
柳
本
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

中
を
守
っ
て
い
て
も
、
権
す
な
わ
ち
融
通
性
が
な
け
れ
ば
真
実
の
道
を
害
す
る
こ
と
に
な
る
と
説
い
て
、

を
反
省
態
に
お
い
て
意
識
化
し
明
確
化
し
て
い
る
こ
と
が
、

(
中
略
)
孔
子
の
考
え

一
つ
の
発
展
と
言
え
ば
言
え
よ
う
。
ハ
傍
点
は
杉
山
)

「
権
」
の
「
中
」
は
『
論
語
』
に
は
見
ら
れ
な
い
概
念
で
あ
り
、
「
中
」
と
は
ど
う
す
る
こ
と
か
、

と
反
省
す
る
傾
向
が
『
孟
子
』
に

は
顕
著
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

15 

孟
子
の
「
中
」
は
「
権
に
よ
る
時
中
」
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
と
す
る
研
究
は
他
に
も
あ
る
。
米
国
登
「
論
語
・
孟
子
を
通
し
て
観
た
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義
と
中
と
に
就
い
て
」
(
『
文
芸
と
思
想
』

一
一、

一
九
五
六
年
〉
は
、
孟
子
の
「
中
」
は
「
万
事
時
に
応
じ
て
宜
し
き
を
得
る
こ
と
で

あ
り
、
道
掠
上
で
は
当
為
の
義
理
に
中
る
こ
と
で
あ
る
」
か
ら
、
「
義
(
正
〉
即
中
」

で
あ
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
孟
子
の
「
中
」

を
「
孔
子
の
そ
れ
よ
り
一
段
進
歩
し
た
も
の
」
と
評
価
し
て
い
る
。

ま
た
、
沼
尻
正
隆
「
孟
子
の
時
中
説
に
つ
い
て
」

Q
漢
学
研
究
』
復
刊
一
、

一
九
六
三
年
)
も
、
孟
子
が
「
権
に
よ
る
時
中
」
を
主

張
し
た
点
を
高
く
評
価
し
、
ま
た
そ
れ
が
「
人
之
正
路
」
(
『
孟
子
』
離
婁
篇
上
〉
と
し
て
義
に
発
展
し
た
、
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
か
ら
、
『
孟
子
』
の
「
中
」

む
し
ろ
実
践
的
か
つ
反
省
的
概
念
だ
と
言
え
る
よ
う
で
あ
る
。

は
か
た
よ
ら
ず
過
不
及
が
な
い
と
い
う
よ
う
な
静
的
・
形
態
的
概
念
と
い
う
よ
り
も
、

そ
れ
で
は
、
も
し
『
孟
子
』
の
「
中
」
が
実
践
的
か
つ
反
省
的
で
あ
る
な
ら
ば
、
儒
家
の
実
践
|
|
そ
れ
は
つ
ま
り
礼
の
実
践
で
あ

る
ー
ー
の
な
か
で
も
う
一
度
「
中
」
を
捉
え
直
し
て
み
た
ら
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。
次
節
で
は
、
主
と
し
て
礼
の
実
践
に
お
け
る
「
中
」

の
は
た
ら
き
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

「
中
」
の
構
造
と
実
践

礼
は
中
国
文
化
の
源
で
あ
り
、
そ
の
起
源
は
宗
教
儀
礼
に
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
発
展
で
あ
る
思
想
と
し
て
の
礼
も
、
理
念
の
み

で
は
な
く
や
は
り
実
践
を
伴
う
思
想
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
礼
行
動
に
は
二
つ
の
側
面
が
あ
る
。

U
V
行
動
形
式
(
形
〉
の
側
面
と
、

凶
行
動
精
神
(
心
)
の
側
面
と
で
あ
る
。
『
礼
記
』
(
礼
器
篇
)
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

先
王
の
礼
を
立
つ
る
や
、
本
有
り
文
有
り
。
忠
信
は
礼
の
本
な
り
。
義
理
は
礼
の
文
な
り
。
本
無
く
ん
ば
立
た
ず
。
文
無
く
ん
ば

行
わ
れ
ず
。



品
、
み

hv

鄭
玄
の
注
に
は
「
必
ず
外
内
具
わ
る
を
言
う
な
り
」
と
あ
り
、
孔
穎
達
の
疏
は
「
礼
は
忠
信
を
用
て
本
と
為
す
と
難
も
、
又
義
理
を
須

い
て
文
飾
を
為
す
な
り
」
と
言
っ
て
い
る
。

ま
た
た
と
え
ば
、
『
論
語
』
(
衛
霊
公
篇
〉
に
次
の
よ
う
な
章
が
あ
る
。

子
日
わ
く
、
君
子
は
義
以
て
質
と
為
し
、
礼
以
て
之
を
行
い
、
孫
以
て
之
を
出
だ
し
、
信
以
て
之
を
成
す
。
君
子
な
る
か
な
。

邪
馬
の
疏
は
、
「
操
執
し
て
以
て
行
う
者
、
当
に
義
を
以
て
体
質
と
為
し
、
之
を
文
る
に
礼
を
以
て
し
、
然
る
後
之
を
行
う
ベ
し
」
と

一
一
一
日
う
。
那
爵
の
理
解
で
は
、
義
の
精
神
を
「
質
」
と
し
て
、
そ
れ
を
実
践
す
る
際
の
形
式
を
「
文
」
と
し
て
礼
を
捉
え
て
い
る
と
言
え

孟子の「中」について

る
。
た
だ
し
、
礼
行
動
が
文
飾
の
み
で
は
成
立
せ
ず
、
「
質
」
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
前
引
の

『
礼
記
』
(
礼
器
篇
)
の
「
本

(
質
〉
無
く
ん
ば
立
た
や
す
」
と
い
う
一
旬
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
『
論
語
』
(
顔
淵
篇
)
で
は
、
衛
大
夫
の
赦
子
成
が

も
ち

質
の
み
。
何
ぞ
文
を
以
い
て
為
さ
ん
や
」
と
言
っ
た
こ
と
に
対
し
、
子
賞
は
「
文
」
「
質
」
両
者
の
必
要
性
を
教
え
て
い
る
。
や
は
り
、

か
ぎ

「
質
」
を
本
と
し
て
そ
の
上
で
「
文
る
」
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

「
君
子
は

以
上
の
よ
う
に
、
行
動
形
式
(
外
な
る
形
〉
を
表
す
概
念
と
、
行
動
精
神
(
内
な
る
心
)
を
表
す
概
念
と
は
、
換
言
す
れ
ば
「
文
」

「
質
」
と
言
い
表
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
「
文
質
」
に
つ
い
て
、
『
論
語
』
(
薙
也
篇
〉
に
次
の
有
名
な
一
章
が
あ
る
。

文
に
勝
て
ば
則
ち
野
な
り
。
文

子
日
わ
く
、
質

質
に
勝
て
ば
則
ち
史
な
り
。
文
質
彬
彬
と
し
て
然
る
後
に
君
子
な
り
。

本
文
に
「
札
」
の
字
は
見
え
な
い
が
、
劉
宝
楠
『
論
語
正
義
』
も
、
前
引
の
『
礼
記
』
(
礼
器
篇
)
の
文
章
を
引
い
て
、
「
礼
に
質
有
り

本
無
く
ん
ば
立
た
ず
、
文
無
く
ん
ば
行
わ
れ
ず
。
能
く
立
ち
能
く
行
わ
ば
、
斯
ち
之
を
中
と
謂
う
」
と
言
う
よ
う
に
、

文
有
り
。
礼

17 

や
は
り
君
子
の
礼
行
動
の
理
想
を
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
劉
宝
楠
も
そ
の
一
部
を
引
い
て
い
る
が
、
『
礼
記
』
〈
仲
尼
燕
居
篇
〉
の
次
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の
文
章
も
そ
の
証
左
と
な
ろ
う
。

あ

た

あ

た

子
日
わ
く
、
敬
あ
れ
ど
も
礼
に
中
ら
ざ
る
、
之
を
野
と
謂
う
。
恭
に
し
て
礼
に
中
ら
ざ
る
、
之
を
給
と
謂
う
。
勇
あ
れ
ど
も
礼
に

あ
た中
ら
ざ
る
、
之
を
逆
と
謂
う
。

す守つ

恭
敬
の
精
神
(
質
)
は
持
っ
て
い
る
が
礼
の
文
飾
(
文
)
が
足
り
な
い
こ
と
が
「
野
」
で
あ
る
。
「
足
恭
」
(
『
経
典
釈
文
』

vi. 

「足、

将
注
の
皮
、
又
字
の
ご
と
し
」
と
言
う
。
孔
穎
達
『
礼
記
正
義
』
に
よ
れ
ば
、

へ
つ
ら
う
こ
と
)
で
、
文
飾
に
過
ぎ
、
実
は
精
神
の
伴

っ
て
い
な
い
こ
と
が
「
給
」
で
あ
る
。
勇
壮
で
あ
る
が
〈
礼
の
精
神
を
持
た
ず
)
、
礼
の
文
飾
も
足
り
な
い
こ
と
が

「逆」

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
孔
子
が
考
え
る
理
想
的
礼
行
動
は
「
文
」
「
質
」
が
調
和
し
た
行
動
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
し

て
、
『
礼
記
』
(
仲
尼
燕
居
篇
〉
が
「
夫
れ
礼
は
中
を
制
す
る
所
以
な
り
」
と
言
う
よ
う
に
、
礼
行
動
の
理
念
は
「
中
」
で
あ
る
こ
と
か

(補記〉

ら
推
せ
ば
、
こ
の
「
文
質
の
調
和
(
す
な
わ
ち
行
動
形
式
と
行
動
精
神
と
の
調
和
ど
が
「
中
」
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、

孔
子
の
「
中
」
は
以
上
に
述
べ
た
よ
う
な
実
践
的
意
味
を
す
で
に
持
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
孔
子
の
後
継
者
を
自
任
す
る
孟
予
の
場
合
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
。

司
孟
子
』
本
文
中
に
は
い
わ
ゆ
る

「
文
質
」

の
用

例
は
見
出
せ
な
い
。
し
か
し
、
礼
行
動
の
二
側
面
と
し
て
「
敬
」
と
「
礼
」
と
を
対
照
し
て
述
べ
て
い
る
も
の
は
い
く
つ
か
あ
る
。

し
ば
し
ば
乙
れ

故
に
王
公
も
敬
を
致
し
礼
を
尽
く
さ
ず
ん
ば
、
則
ち
亙
之
(
賢
士
〉
を
見
る
を
得
ず
。
(
『
孟
子
』
尽
心
篇
上
〉

乙
れ之
〈
君
子
〉
を
迎
う
る
に
敬
を
致
し
て
以
て
礼
有
り
。
(
『
孟
子
』
告
子
篇
下
)

こ
れ
ら
は
、
君
主
が
賢
者
を
招
く
た
め
の
礼
行
動
に
、
敬
(
内
な
る
精
神
・
質
)
と
礼
ハ
外
な
る
礼
貌
・
文
)
と
い
う
二
つ
の
必
要
条

件
が
あ
る
こ
と
を
言
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

さ
て
、
『
孟
子
』
の
礼
行
動
の
構
造
を
知
る
う
え
で
注
目
す
べ
き
章
が
あ
る
。

一
般
に
、
「
仁
」
や
「
義
」
は
抽
象
的
・
理
念
的
な
も



の
と
し
て
人
々
に
受
け
と
め
ら
れ
や
す
い
が
、
孟
子
は
そ
れ
を
否
定
す
る
。
そ
し
て
、
四
徳
(
仁
・
義
・
礼
・
智
)
の
具
体
的
な
実
践

を
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
づ
け
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

乙

れ

乙

れ

孟
子
日
わ
く
、
仁
の
実
は
親
に
事
う
る
こ
と
是
な
り
。
義
の
実
は
兄
に
従
う
こ
と
是
な
り
、
智
の
実
は
斯
の
二
者
を
知
り
て
去
ら

乙
れ

ζ

れ

ざ
る
こ
と
是
な
り
。
礼
の
実
は
斯
の
二
者
を
節
文
す
る
こ
と
是
な
り
。
楽
の
実
は
斯
の
二
者
を
楽
し
む
な
り
。
楽
し
め
ば
則
ち
生

い
ず

ず
。
生
ず
れ
ば
悪
く
ん
ぞ
巳
む
ベ
け
ん
や
。
悪
く
ん
ぞ
己
む
ベ
け
ん
や
と
な
れ
ば
、
則
ち
足
の
之
を
踏
み
手
の
之
を
舞
う
を
知
ら

ず
。
(
『
孟
子
』
離
婁
篇
上
)

孟子の「中」について

右
の
文
で
わ
か
る
よ
う
に
、
孟
子
は
「
仁
」
や
「
義
」
が
実
践
を
離
れ
た
観
念
的
な
徳
目
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
私
が
注
目

す
る
の
は
、
斯
の
二
者
(
つ
ま
り
、
親
に
事
え
る
こ
と
と
兄
に
従
う
こ
と
)
を
「
節
文
」
す
る
こ
と
が
「
礼
」
の
実
践
だ
、
と
し
て
い

る
点
で
あ
る
。

か
ぎ

「
節
文
」
と
は
、
後
漢
の
趨
岐
の
注
に
よ
れ
ば
「
其
の
節
を
失
わ
ず
、
其
の
礼
敬
の
容
を
文
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

清
の
焦
循
『
孟
子
正
義
』
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

は
な
は
ず
ぐ

太
だ
過
れ
ば
則
ち
其
の
節
を
失
う
。
故
に
之
を
節
す
。
大
い
に
質
な
れ
ば
則
ち
礼
敬
の
容
無
し
。
故
に
之
を
文
る
。

前
半
は
「
文
」
に
過
ぎ
る
行
動
を
批
判
し
、
後
半
は
「
質
」
に
過
、
ぎ
る
行
動
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
『
礼
記
』
(
壇
弓
上
篇
〉

に
も
、
次
の
よ
う
な
子
思
の
言
葉
が
あ
る
。

先
主
の
礼
を
制
す
る
や
、
之
に
過
ぎ
た
る
者
は
出
附
し
て
之
に
就
か
し
め
、
至
ら
ざ
る
者
は
肢
ち
て
之
に
及
ば
し
む
。

こ
れ
は
、
札
制
が
文
飾
の
過
剰
と
不
足
と
を
矯
正
す
る
規
範
で
あ
る
こ
と
を
一
言
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
礼
の
規
範
を
超
え
て
華
美
に
な
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ら
な
い
よ
う
に
節
度
を
保
ち
、
粗
野
に
な
ら
な
い
よ
う
に
文
飾
す
る
こ
と
が
、
「
礼
の
実
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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思
う
に
、
思
想
と
し
て
の
礼
は
、
人
聞
が
内
面
的
感
情
や
精
神
を
託
す
行
動
形
式
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
そ
の
行
動
形
式
を
履
む
こ
と

に
よ
っ
て
内
面
的
感
情
や
精
神
が
増
幅
さ
れ
養
わ
れ
て
い
く
、
と
い
う
構
造
を
有
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
『
孟
子
』
(
離
婁
篇
上
)

の

「
足
の
之
を
踏
み
手
の
之
を
舞
う
を
知
ら
ず
¥
(
行
動
形
式
を
意
識
し
な
く
な
る
ど
と
い
う
よ
う
な
、
礼
と
自
己
と
が
一
体
伯
し
た

理
想
的
境
地
が
、
「
動
容
周
旋
し
て
礼
に
中
る
は
盛
徳
の
至
り
な
り
」
(
『
孟
子
』
尽
心
篇
下
)

と
い
う
、
行
動
形
式
(
外
)

と
行
動
精

神
(
内
)
と
が
一
致
し
た
〈
つ
ま
り
文
と
質
と
が
一
致
し
た
)
「
中
」
な
る
礼
行
動
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
で
は
、

い
か
に
し
て
「
文
」
「
質
」
が
一
致
し
た
「
中
」
な
る
礼
行
動
を
実
現
し
て
い
く
の
か
。

孟
子
の
場
合
も
、
や
は
り
行
動
形
式
を
履
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
形
式
に
一
致
す
る
行
動
精
神
を
養
っ
て
い
く
と
い
う
方
法
を
考
え
て

い
る
。

た
だ
し
前
述
し
た
よ
う
に
、
礼
行
動
に
は
行
動
精
神
〈
質
〉
が
ま
ず
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。

一
般
に
行
動
形
式
だ
と
理
解
さ
れ

が
ち
な
「
礼
」
を
、
敢
え
て
「
恭
敬
の
心
は
礼
な
り
」
(
『
孟
子
』
告
子
篇
上
)
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
立
場
が
う
か
が
え

る
。
そ
し
て
、
前
提
と
さ
れ
て
い
る
行
動
精
神
(
質
)
は
、
有
名
な
四
端
ハ
側
隠
の
心
・
蓋
悪
の
心
・
辞
譲
の
心
・
是
非
の
心
)
で
あ

る
(
『
孟
子
』
公
孫
丑
篇
上
〉
。
そ
れ
ら
の
心
(
質
)
を
、
人
聞
は
性
と
し
て
固
有
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
人
聞
が
実
践
す
べ
き
こ
と

は
、
行
動
形
式
(
文
)
を
履
ん
で
い
く
こ
と
で
あ
る
。
次
の
章
が
そ
れ
で
あ
る
。

尭
舜
の
道
は
孝
弟
の
み
。
子

尭
の
服
を
服
し
、
尭
の
言
を
諦
し
、
尭
の
行
を
行
わ
ば
、
是
れ
尭
な
る
の
み
。

Q
孟
子
』
告
子
篇

下
)

越
岐
の
注
が
「
尭
を
為
さ
ば
尭
に
似
る
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
尭
の
行
動
の
よ
う
な
行
動
様
式
(
文
)
を
履
む
こ
と
が
重
要
だ
と

言
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

孟
子
日
わ
く
、
尭
舜
は
之
を
性
の
ま
ま
に
す
る
な
り
。
湯
武
は
之
を
身
に
す
る
な
り
。
五
覇
は
之
に
仮
る
な
り
。
久
し
く
仮
り
て



い
ず

帰
さ
ず
ん
ば
、
悪
く
ん
や
そ
其
の
有
す
る
に
非
ざ
る
を
知
ら
ん
や
。
(
『
孟
子
』
尽
心
篇
上
)

と
言
っ
て
、
実
践
を
続
け
て
お
れ
ば
そ
の
行
動
は
借
り
物
で
な
く
な
り
、
行
動
形
式
(
文
)
に
精
神
(
質
)
が
伴
っ
て
く
る
と
考
え
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
実
践
の
効
果
が
現
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
実
践
す
る
時
の
行
動
精
神
(
質
〉
が
ま
だ
足
り
な
い
の

で
は
な
い
か
と
反
省
せ
よ
、
と
言
っ
て
い
る
。
そ
の
一
例
が
次
の
文
章
で
あ
る
。

孟子の「中」について

人
を
愛
し
て
親
し
ま
れ
ず
ん
ば
、
其
の
仁
を
反
り
み
よ
。
人
を
治
め
て
治
ま
ら
ず
ん
ば
、
其
の
智
を
反
り
み
よ
。
人
を
礼
し
て
答

ζ

と

乙

れ

え
ら
れ
ず
ん
ば
、
其
の
敬
を
反
り
み
よ
。
行
い
て
得
ざ
る
者
有
ら
ば
、
皆
諸
を
己
に
反
求
せ
よ
。
(
『
孟
子
』
離
婁
篇
上
〉

孟
子
は
、
こ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
形
式
(
文
〉
と
精
神
(
質
)
と
が
一
致
し
た
礼
行
動
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
、
と
考

え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
「
文
」
「
質
」

一
致
の
行
動
を
実
現
す
る
際
の
こ
の
「
反
省
」
と
い
う
契
機
が
、
孟
子
に
お
い
て

重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
(
後
述
〉
。

一
方
、
孟
子
の
「
中
」
を
考
察
す
る
た
め
の
重
要
な
概
念
の
ひ
と
つ
に
、

「
権
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。
楊
子
の
為
我
説
と
墨
子

の
兼
愛
説
と
の
中
間
的
立
場
を
執
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
子
莫
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
前
述
し
た
が
、
孟
子
は
「
中
を
執
り
て
権
す
る

こ
と
無
く
ん
ば
、
猶
お
一
を
執
る
が
ご
と
き
な
り
」

Q
孟
子
』
尽
心
篇
上
、
前
引
)
と
批
判
し
て
い
た
。

に
固
執
す
る
よ
う
な
立
場
は
真
の
「
中
」
で
は
な
く
、
「
権
」
と
い
う
こ
と
が
必
要
な
こ
と
も
あ
る
、
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
両
極
端
の
「
中
」

た

と
え
ば
、
論
敵
の
淳
子
売
が
男
女
は
親
授
し
な
い
と
い
う
礼
が
あ
る
の
に
、
捜
が
溺
れ
た
時
に
は
手
で
援
け
る
の
か
、
と
問
う
た
こ
と

に
対
し
て
、
孟
子
は
、
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男
女
授
受
す
る
に
親
し
く
せ
ざ
る
は
、
礼
な
り
。
捜
溺
る
る
に
手
を
以
て
す
る
は
、
権
な
り
。
(
『
孟
子
』
離
婁
篇
上
)
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と
「
権
」
の
行
動
を
述
べ
て
い
る
。
「
権
」
と
は
、
超
岐
の
注
に
は

「
経
に
反
し
て
善
あ
る
な
り
」

と
あ
り
、
礼
の
規
定
に
は
反
す
る

が
、
倫
理
的
に
善
な
る
行
為
の
こ
と
で
あ
る
。
孟
子
に
と
っ
て
は
、
捜
が
溺
れ
て
い
る
時
に
援
け
な
い
の
は
、

「
親
授
せ
ず
」

に
似
て

非
な
る
行
動
形
式
(
文
)
で
あ
り
、

も
は
や
行
動
精
神
(
質
)

の
な
い
「
非
礼
の
礼
」
(
『
孟
子
』
離
婁
篇
下
〉
で
あ
る
。

「
恭
敬
の
心

は
礼
な
り
」
(
前
引
)
と
ま
で
言
う
孟
子
に
し
て
み
れ
ば
、
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、
捜
の
手
を
直
接
(
「
親
」
〉

に
握
っ
て

で
も
援
け
る
と
い
う
行
動
は
、
強
い
義
の
精
神
(
質
〉
を
前
提
と
す
る
「
時
中
」
を
得
た
行
動
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
行
動
形
式

の
文
飾
(
文
)
は
少
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
精
神
(
質
)
の
み
で
は
現
実
の
行
動
は
成
立
し
え
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
行
動
形
式
こ
そ

が
、
こ
の
場
合
の
精
神
(
質
)
に
一
致
し
た
形
式
〈
文
)
な
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
「
中
」
を
得
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
孟
子
の
「
中
」
は
、
行
動
す
る
時
の
内
な
る
精
神
(
質
)
と
外
な
る
形
式
〈
文
)
と
を
一
致
さ
せ
よ
う

と
す
る
実
践
的
な
概
念
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
「
中
」
説
は
中
国
古
代
の
「
中
」
説
の
展
開
の
な
か
で

ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
中
」
説
の
展
開

前
引
の
柳
本
論
文
は
、
有
子
の
「
中
」
説
の
展
開
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

〈
有
子
の
「
中
」
は
、
原
義
と
し
て
の
)
旗
の
機
能
的
本
質
の
倫
理
的
に
観
念
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
更
に
形
而
上
学
的
に
思
惟

を
加
え
ら
れ
て
礼
記
の
中
庸
の
思
想
に
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
。

柳
本
氏
の
指
摘
は
、
中
国
古
代
に
お
け
る
「
中
」
説
の
展
開
を
『
有
子
』
か
ら
『
礼
記
』
へ
の
展
開
と
捉
え
る
注
目
す
べ
き
見
解
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
見
解
に
は
、

『
礼
記
』

に
お
け
る

「
中
」
説
の
根
核
す
な
わ
ち
中
庸
篇
に
お
け
る
「
中
」
に
対
す
る
言
及
が
な



い
。
少
な
く
と
も
『
礼
記
』
中
庸
篇
に
関
す
る
限
り
、
そ
の
「
中
」
説
は
、
実
践
的
な
孟
子
の
「
中
」
説
と
の
関
係
が
深
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
最
近
の
研
究
で
言
え
ば
、
内
山
俊
彦
『
中
国
古
代
思
想
史
に
お
け
る
自
然
認
識
』
(
創
文
社
、

一
九
八
七
年
)
も
、

し、

わ
ゆ
る
中
庸
篇
の
「
朱
子
章
句
の
第
二
章
か
ら
二
十
章
の
初
め
ま
で
が
中
庸
の
本
書
(
た
だ
し
第
十
六
章
は
錯
簡
と
し
て
第
ニ
十
四
章

の
次
に
入
れ
る
〉
、
第
一
一
十
章
五
達
道
を
説
く
部
分
か
ら
三
十
一
ニ
章
ま
で
と
そ
の
初
め
に
首
章
の
文
を
加
え
た
も
の
が
中
庸
説
」
(
武
内

義
雄
『
易
と
中
庸
の
研
究
』
(
『
武
内
義
雄
全
集
』
第
三
巻
二
六
頁
)
)
で
あ
る
と
す
る
武
内
義
雄
氏
の
見
解
に
ほ
ぼ
従
っ
て
、

後
者

孟子の「中」について

(
中
庸
説
)
に
お
け
る
主
題
で
あ
る
「
誠
」
の
思
想
と
孟
子
の
「
誠
」
と
の
関
係
を
強
調
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
孟
子
に
は
、
中
庸

新
篇
(
本
稿
で
は
便
宜
上
、
武
内
氏
ら
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
中
庸
篇
の
古
い
部
分
を
中
庸
古
篇
、
新
し
い
部
分
を
中
庸
新
篇
と

略
称
す
る
)
と
一
致
す
る
次
の
よ
う
な
「
誠
」
説
が
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。

民
得
て
治
む
べ
か
ら
ず
。

(
中
略
)
親
に
悦
ば
る
る
に
道
有
り
。
身
に
反
り
み
て
誠
な
ら

下
位
に
居
り
て
上
に
獲
ら
れ
ず
ん
ば
、

ず
ん
ば
、
親
に
悦
ば
れ
ず
。
身
に
誠
な
る
に
道
有
り
。
養
に
明
ら
か
な
ら
ず
ん
ば
、
其
の
身
に
誠
な
ら
ず
。
是
の
故
に
誠
は
天
の

道
な
り
、
誠
を
思
う
は
人
の
道
な
り
。
(
『
孟
子
』
離
婁
篇
上
)

こ
の
部
分
の
孟
子
の
「
誠
」
説
は
、

中
庸
新
篇
に
ほ
ぼ
同
じ
文
章
が
見
ら
れ
る
。

「
こ
こ
の
部
分
は
『
孟

そ
し
て
、

中
庸
新
篇
の

子
』
の
文
章
を
取
っ
て
後
か
ら
つ
け
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
」
(
金
谷
治
『
孟
子
』
朝
日
新
聞
社
、

一
九
六
六
年
)
。

と
こ
ろ
で
、
「
身
に
反
り
み
て
誠
な
ら
ず
ん
ば
、
親
に
悦
ば
れ
ず
」
(
『
孟
子
』
離
婁
篇
上
、
前
引
)
、
あ
る
い
は
「
身
に
反
り
み
て
誠

な
ら
ば
、
楽
し
き
こ
と
蹴
よ
り
大
な
る
は
莫
し
」
(
『
孟
子
』
尽
心
篇
上
)
と
言
う
孟
子
の
「
誠
」
説
に
は
、
内
山
氏
、
が
「
誠
の
自
覚
」
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と
規
定
す
る
よ
う
な
内
省
的
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
孟
子
の

善
な
択
び
て

「
誠
」
説
に
は
、
「
之
を
誠
に
す
る
は
、
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固
く
之
を
執
る
者
な
り
」
〈
中
庸
新
篇
第
二
十
章
第
十
七
節
)
と
い
う
よ
う
な
「
誠
の
実
践
」
と
し
て
の
性
格
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
、
孟
子
に
お
け
る
「
誠
」
と
は
ど
の
よ
う
な
概
念
な
の
だ
ろ
う
か
。

「
誠
」
字
の
原
義
に
つ
い
て
、
許
慎
『
説
文
解
字
』
〈
三
上
)
は

「
誠
と
は
信
な
り
。

言
に
従
い
成
の
声
」
と
言
う
。
加
藤
常
賢
氏

t土

許
慎
の
説
を
敷
前
し
て
「
こ
と
ば
と
心
と
一
致
し
て
違
わ
な
い
意
で
あ
る
。

す
す
ん
で
言
と
行
の
一
致
す
る
意
と
も
な
っ
た
」

(
『
漢
字
の
起
原
』
角
川
書
庖
、

一
九
七

O
年
、
二
一
一
真
)
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
誠
」
字
に
は
原
義
と
し
て
、
内
な
る
心

と
外
に
向
か
っ
て
発
せ
ら
れ
た
言
と
の
一
致
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
朱
駿
声
門
説
文
通

訓
定
声
』
(
鼎
部
)
が
引
く
「
誠
」
字
の
訓
話
に
、
「
誠
と
は
一
な
り
」
(
劉
向
『
説
苑
』
反
質
篇
〉
と
い
う
用
例
が
見
え
、

劉
向
が
そ

れ
に
続
け
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
と
は
質
な
り
。
君
子
は
外
文
有
り
と
難
も
、
必
ず
内
質
を
離
れ
ず
o

Q説
苑
』
反
質
篇
)

劉
向
は
明
ら
か
に
、
「
誠
」
を
「
(
外
)
文
」
と
「
(
内
)
質
」
と
の
一
致
し
た
状
態
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

と
す
れ
ば
、
「
文
」
と
「
質
」
と
が
一
致
し
た
「
中
」
な
る
行
動
を
理
想
と
す
る
孟
子
に
お
い
て
も
、

そ
の

「
誠
」
説
に
、

以
上
の

よ
う
な
「
誠
」
の
字
義
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

た
と
え
ば
、
前
引
の
『
孟
子
』
(
尽
心
篇
上
〉

と
れ

の
「
身
に
反
り
み
て
誠
な
ら
ば
、
楽
し
き
こ
と
鳶
よ
り
大
な
る
は
莫
し
」
と
い
う
文

を
、
趨
岐
は
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。

み
な

誠
と
は
実
な
り
。
反
り
み
て
自
ら
其
の
身
の
施
行
す
る
所
を
思
い
、
能
く
皆
実
に
し
て
虚
無
く
ん
ば
、
則
ち
楽
し
き
こ
と
蹴
よ
り

大
な
る
は
莫
し
。

趨
岐
は
単
に
「
実
」
と
だ
け
述
べ
て
、
何
が
何
に
対
し
て
「
実
」
で
あ
る
の
か
は
言
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
な
「
誠
」



の
字
義
か
ら
判
断
す
る
な
ら
ば
、
超
岐
は
「
質
」
が
「
文
」
に
対
し
て
「
実
」
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
孟

子
は
、

実
践
に
お
い
て
行
動
形
式
〈
文
〉
に
見
合
っ
た
行
動
精
神
(
質
)
を
抱
い
て
い
る
(
「
中
」
で
あ
る
〉
、

と
自
覚
す
る
こ
と
を

「
誠
」
と
考
え
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、

孟
子
に
お
け
る
「
誠
」
の
白
覚
は
、

そ
の
「
中
」
の
実
践
と
構
造
的
に
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
「
誠
」
の
実
践
と

し
て
の
性
格
を
す
で
に
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
孟
子
の
「
誠
を
思
う
は
人
の
道
な
り
」
か
ら
中
庸
新
篇
の
「
之
を
誠
に
す
る
は

人
の
道
な
り
」
へ
の
展
開
は
、
そ
の
意
味
で
は
孟
子
の
「
誠
」
説
の
深
化
・
発
展
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

孟子の「中」について

要
す
る
に
、
孟
子
の
実
践
は
次
の
よ
う
な
構
造
を
持
っ
て
い
る
。
外
な
る
行
動
形
式
(
文
)
と
内
な
る
行
動
精
神
(
質
)
と
を
一
致

さ
せ
る
こ
と
が
「
中
」
で
あ
り
、

そ
の
形
式
(
文
)
と
精
神
(
質
)
と
が
一
致
し
て
い
る
(
「
中
」
で
あ
る
〉

と
自
覚
す
る
こ
と
が

「
誠
」
で
あ
る
。

な
お
付
言
す
れ
ば
、
「
ハ
孟
子
〉
は
業
を
子
思
の
門
人
に
受
く
」
(
『
史
記
』
孟
子
・
有
卿
列
伝
)
と
言
う
よ
う
に
、
子
思
の
学
風
を
継

承
し
た
と
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
そ
し
て
い
わ
ゆ
る
中
庸
古
篇
は
子
思
の
著
作
(
ま
た
は
子
思
に
近
い
文
献
〉
で
あ
り
、
中
庸
新

篇
は
秦
代
の
子
思
学
派
の
学
者
の
文
献
で
あ
ろ
う
、

と
武
内
義
雄
氏
は
推
定
し
て
い
る
(
前
引
『
易
と
中
庸
の
研
究
』
二
七
頁
)
。

す
な
わ
ち
、

孟
子
の
「
中
」
説
・

「
誠
」
説
は
、
(
孟
子
同
様
)
子
思
学
派
の
学
者
の
作
と
考
え
ら
れ
る
中
庸
古
篇
・
中
庸
新
篇
の

ま
さ
に
中
聞
に
位
置
し
て
い
る
。

実
践
的
な
「
文
」

「
質
」
の
一
致
と
そ
の
自
覚
と
を
主
張
す
る
孟
子
の
「
中
」
説
・

と
す
れ
ば
、

「
誠
」
説
は
、
〈
「
中
」
を
主
題
と
す
る
中
庸
古
篇
〉
・
〈
「
誠
」
を
主
題
と
す
る
中
庸
新
篇
〉
と
を
つ
な
ぐ
重
要
な
媒
介
と
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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最
後
に
、
以
上
に
述
べ
て
き
た
こ
と
を
図
示
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
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武
内
義
雄
氏

(
文
献
批
判
)

中
庸
の
本
書

(
「
中
」
を
論
ず
)

中
庸
説

(
「
誠
」
を
論
ず
〉

柳

本

実

氏

(
文
字
学
・
訓
話
学
的
分

析
を
通
し
て
、
媒
介
者
を

考
察
)

笥
子一
「
中
」
を
媒
介
と
し
て

↑
発
展

中
庸
篇

中←一致「孟←ー中|てつー杉
庸「)中子「康!媒文討山
新誠の」 中古|介宇内
篇」白 q 」篇(者学説
が党文 が |を的に
媒が」 媒 !考分基
介「辺 介 |察析づ
者誠c: 1"i 1'-'をき
' -通
二 ! しか

補
記
因
み
に
『
文
選
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
魂
文
帝
の
「
呉
質
に
与
う
る
の
書
」
に
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。
「
古
今
の
文
人
を
観
る
に
:
・
:

偉
長
(
徐
幹
の
字
)
独
り
文
を
懐
い
質
を
抱
き
、
悩
淡
寡
欲
に
し
て
箕
山
の
士
山
有
り
。
彬
彬
た
る
君
子
と
謂
う
べ
き
者
な
り
。
『
中
論
』
二
十
余

篇
を
著
し
、
一
家
の
一
マ
一
日
を
成
す
」
(
『
文
選
』
巻
四
十
二
)
。
『
中
論
』
を
著
し
た
徐
幹
が
、
「
文
府
民
彬
彬
」
と
一
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

(
大
学
院
後
期
課
程
学
生
)




